
 

めだか通信２１４号
 

 

 

 　緑が一段と鮮やかさを増し、山頂へ続く緑のグラデーションが美しい季節となりました。

　「あぷろーち」では、４月に予定をしていた「公園散策」と「運動日」を良い天気の中で

実施することができました。それぞれの活動の中で、子どもたちのよい関わりや笑顔、優し

 い気遣いをたくさん見ることができました。

　３日から４連休、ゴールデンウィークも後半戦となりますが生活のリズムを崩さないよう
 に規則正しい生活を心がけ、連休を楽しみましょう。

 

【野菜作り】　  

　今年も野菜作りがスタートしました。４月上旬には枝豆と人参の種を蒔きました。３月に

植えたじゃがいもは芽を出し、大きく成長しています。今年はタマネギはありませんが、６

月の調理実習「カレー作り」で使う予定です。自分たちで、育てた野菜を使って料理を作る

 という活動は貴重な体験となるので今から楽しみにしています。

　５月のゴールデンウィーク明けには、きゅうりやなす､トマト、ピーマン、ゴーヤ、枝豆、

すいかなどの苗を植える予定です。育てたものを食べるだけでなく、苗を植えたり、毎朝水

をやったりする活動に積極的に取り組み、継続して最後まで世話をしていくことで、自然を
 愛する気持ちや達成感を感じて欲しいと願っています。　

   
  【種蒔き】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 　【枝豆はポットに種蒔き用の土を入れ種を３粒ずつ蒔き、たっぷりと水をあげました】

 

 

【ふれあい活動①「公園散策」】　 ４月１７日（木）  

　少し風の強い時間もありましたが、吾妻公園へ行ってきました。公園のチューリップは前

の週に比べるとピークを過ぎていましたがまだまだ見頃でした。また、行く途中や公園の遊

歩道でパンジーやビオラなどたくさんの花を楽しめましたが、ツツジの花はまだ蕾でした。
 寒かった３月が過ぎ、温かな春を満喫し、心がリラックスできたのではないかと思います。

　「春を見つけよう」をテーマにそれぞれが好きな場所で「春」をスケッチをしました。午

前中だけの行事だったので時間に制限があり、完成できなかった通所生もいましたが、色鉛

 筆で着色し、春らしいスケッチができあがりました。

 

 

 

 

 

 

 

 

　【風が穏やかな暖かい日でした。思い思いの場所で春のスケッチをしました。】 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　   【裏面に続く】
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　 【運動日①】　 ４月２４日（木）  

　今年第１回目の運動日が行われました。運動日は体力の向上や集団活動を通してさまざま

な人との関わりを学んでいく機会として、年間５回桐生市野外活動センターをお借りして、

実施を予定しています。当日は初夏を思わせるような爽やかなよい日で、梅田の山々は緑の

グラデーションがとてもきれいでした。屋内でバドミントンとバレーボール、屋外でフリス

ビー、ラケット野球、長縄跳びとたくさんの運動に取り組みました。少ない人数で大変でし
 たがたくさん動いて、たくさん笑って、たくさんよい汗をかくことが出来ました。

 　次回は７月２日（水）の予定です。天気がよかったら川遊びもしたいと考えています。

 

 

  
  
  
  
  
  
 
　　【バドミントンの熱戦】      【熱血！バレーボール】     【ナイスバッティング！】

 

  【めだかのつぶやき】 

 

　　「３年Ｂ組　金八先生」 

 
 　１９７９年、大学４年の秋に『３年Ｂ組金八先生』

の第１シリーズがスタートしました。主演は武田鉄矢、たのきんトリ

オや三原じゅん子が出演し、主題歌は『贈る言葉』。金曜の８時から放送されるので「金八

先生」と題名は軽いのですが、内容は生徒の非行やいじめ、親子の絶縁など重い教育問題を

扱い、特に、生徒の妊娠、出産を描いた「十五歳の母」や「命の授業」は大きな反響を呼び

ました。アパートの一室に教員を目指す数人で集まり、ドラマを見てから公立中学校で本当

に出来るのか議論していたことが懐かしい思い出です。金八先生はドラマの中でたくさんの

名言を残していますが、『問題が起こったって良いじゃありませんか。彼らは未熟なんです。

だから間違うんです。間違ったら繰り返しそれは間違いだと教えてやる。それが教育なんで

す。』という言葉は心に響きました。また、『「人間」っていうのは、人と人の間で生きてい

るから「人間」っていうんじゃないかな。』という言葉も心に残っています。 

  「あぷろーち」に通所している子ども達は普段の生活や行事を経験する中で心を元気にし

て少しずつ表情が明るく、笑顔になっていきます。指導員との会話、相談員との面談、スク

ールカウンセラーとの特別講義なども力になっていると思いますが、何よりも大きな力にな

っているのは子ども達同士の関わりだと考えています。一緒にゲームや運動、調理やおしゃ

べりが出来るのが一番楽しいことではないでしょうか。ひとりの時間も大事ですが、友だち

と時間を共有する中で人として大切な何かを学んでいるように思います。安定した通所を続

け、たくさんの人とのよい関わりや出会いから心を元気にして、笑顔を見せてくれることを
 □ □願っています。 人は悲しみが多いほど　人には優しく　できるのだから…

                                                             
【今後の予定】                 
 　　５月上旬　「あぷろーち」説明会　14:30      
  　　　　中旬　ふれあい活動②（動物園）

  　　６月中旬　調理実習①（カレー）

      ７月上旬　運動日②

          上旬　ふれあい活動③（七夕）

　　　　   上旬　チャレンジ期間（～１８日）

         中旬　「あぷろーち」報告会①　14:00    　

          中旬　調理実習②ピザ作り

         中旬　終わりの会　11:30 

 新しい仲間が増えました。

　  よろしくね！


